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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和６年９月５日  

 

 

小田原市議会議長 

大 川   裕 様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

             鈴木 和宏 

 

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和６年７月２日（火曜日）午前９時 15分 ～ 午後２時 40分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
池 田 彩 乃 桒 畑 寿一朗 稲 永 朝 美 宮 原 元 紀 

神 戸 秀 典 篠 原   弘 大 川 晋 作  

参加人数 93名（矢作小学校６年生児童 87名、担任教諭６名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・議員に対する質疑応答 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

【質疑】話すときに意識していることは何ですか 

【回答】なるべくわかりやすい言葉で伝えることです。自分と違う考えを持った人にも理解してもらえるように

話すことを心がけています 

【質疑】局長、部長職の責任の重さはどうですか 

【回答】局長や部長を経験したことがないので想像ですが、市長や議員と同じように小田原市をよくするために

働く職員なので、責任は重いと考えています 

【質疑】仕事のやりがいはありますか 

【回答】これまでなかなか届くことのなかった、若者や女性などの声を市政に届けることにとてもやりがいを感

じています 

【質疑】議席はどのように決めますか。また、途中で議席が変わることはありますか 

【回答】議員は議席番号順に、そして同じ会派の議員が近くに座ることになっているので、会派が変更になると

座席が変わることもあります 

【質疑】議場の壁に穴がたくさんあるのはなぜですか 

【回答】音の反響を抑えるためです 

【質疑】議長はどうやって決めるのですか 

【回答】立候補した議員の中から選挙で選ばれます 

【質疑】この仕事についた時の感想を教えてください 

【回答】初当選の時、当選できて良かったと思いました。課題解決に取り組みたいです 

【質疑】議場の椅子はなぜ動くのですか 

【回答】身体の大きさが人により異なるので、動くと適正な位置が取れて、音が出ないしつらえかと思います 

【質疑】議員の中で年長者は何歳ですか。また、最も若い人は何歳ですか 

【回答】76歳から 35歳までいます 

【質疑】市は何に一番お金を使いますか 

【回答】民生費です。ちなみに、教育費は予算額のうち 10％程度です 

【質疑】話し合いは何人くらいで行っているのですか 

【回答】本会議は、26 人の議員プラス執行部の人達で話し合っています。また、委員会は、議員が８～９人プ

ラス執行部の人達で話し合っています 

【質疑】議長室にあった品物って何ですか 

【回答】議長が訪問した先でいただいたものやお客様が持ってきたもの、姉妹都市のチュラビスタ市からのもの

など色々あります 

【質疑】小田原市の予算はいくらくらいありますか。また、教育費はどれくらいありますか 

【回答】令和６年度当初予算は 765億円で、そのうち約 10％が教育費です 

【質疑】なぜきちんとした服を着ているのですか 

【回答】議場はきちんとした場所なので、ふさわしい服を着ます。議員バッジもつけることになっています 
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【質疑】意見は最後にどのように決まりますか 

【回答】多数決で決まります 

【質疑】議場内の時計が小さいのはなぜですか 

【回答】時間の管理は個人でもできます。議場での会議は時間を気にしないで真剣に議論すべきだからです 

【質疑】議長がお休みのときは誰が議長の役をするのですか 

【回答】副議長が対応します 

【質疑】議会の話し合いは楽しいですか 

【回答】真剣に話し合いに応じているので、楽しさよりは、真面目に話をしています 

【質疑】賛成と反対が同数のときはどうするのですか 

【回答】本会議では議長、委員会では各委員会の委員長が決定します 

【質疑】議員になって一番良かったと思うことは何ですか 

【回答】市民が困っていることを解決できたときです 

【質疑】小田原市議会はいつから始まったのですか 

【回答】小田原町が小田原市になった昭和 15年から始まりました 

【質疑】市役所の庁舎の建設費はいくらですか 

【回答】市役所は、今から約 50年前の昭和 51年に建設されましたが、当時のお金で約 47億円でした 

【質疑】発言時間の制限で、一番長い時間はどれくらいですか 

【回答】一般質問で 40分です。制限時間を全て使い切る人もいます 

【質疑】市長より議長の席の方が立派なのはなぜですか 

【回答】市長と議長・議員は二元代表制の下、対等です。議長席は議会の運営上、全体が見わたせる位置にあり 

    ます 

【質疑】議会の話し合いはどのくらい長いのですか 

【回答】年間を通して議会があり、５月の臨時議会、３月、６月、９月、12 月の定例会があります。議会が一

番長い時で夜中の 12時を過ぎたものもありますが、通常は夕方には、ほぼ終わります 

【質疑】どのように話し合いをしますか 

【回答】議場では、議員が市長に質問をしたり、市長がそれに答えたりしています 

【質疑】なぜ市長や議員を選ぶのですか 

【回答】憲法で定めているように、国民の代表を選挙で決めるという決まりがあるためです。それには適した期

間があり、期間ごとに選挙で選びます。なぜならば、長く実権を握ることは、権力を我がものとしてし

まう恐れがあるため好ましくないからです 

【質疑】議員の休みはありますか 

【回答】ありません。年間を通して議会があり、５月の臨時議会、６月、９月、12 月、３月の定例会があり、

そのほかに委員会、視察等、議員の仕事は多岐にわたります。市民の要望を聞いたり、新しい法律の知

識なども普段から勉強しないといけないため、休んでいる暇はありません 


